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【対象業績】

「ナノ構造半導体の光物性・光機能の先駆的解明」

金光義彦氏は、ナノ粒子、カーボンナノチューブ、ハロゲン化金属ペロブスカイトなどの化学

的な手法により作製される高品質半導体の新しい光物性・光機能の発見と単一ドット分光・時間

分解分光・コヒーレント分光などの精密フォトニクス計測の利用によりナノ物質の本質的特性

を精力的に解明し、ナノ光科学の新しい潮流を創り出している。

特に Siおよび Geのナノ粒子の室温可視発光を発見するとともに、Siナノ粒子のサイズと表

面構造を操作することにより、青、緑、赤の 3原色の発光を実現してシリコンフォトニクス発展

の礎を築いた。また、カーボンナノチューブの複雑な励起子構造を明らかにし、正孔－電子－正

孔の 3 粒子束縛状態であるトリオン(励起子に正孔が束縛した荷電励起子)の存在を世界に先駆

けて発見するなどの成果をあげている。さらに新しい有機無機ハイブリッド半導体材料である

ハロゲン化鉛ペロブスカイトの単結晶・ナノ粒子の作製に成功し、それらを用いた太陽電池の発

電メカニズムを世界に先駆けて解明した。

以上のように、ナノ構造半導体の光物性・光機能に関する先駆的・独創的でインパクトのある

研究や実用デバイスへの応用展開は国内外で高く評価されている。また、日本学術振興会産学協

力委員会・光電相互変換第 125 委員会委員長や京都大学-住友電工社会貢献基金寄附講座・責任

教授などにより、産学連携・産学協力による産業振興にも大きな貢献を果たしている。
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